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安
倍
政
権
の
発
足
以
降
、
金
融
政
策
、
財

政
政
策
、
成
長
戦
略
の
い
わ
ゆ
る
「
三
本
の

矢
」
が
矢
継
ぎ
早
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
一
月
一
五
日
、
さ
ま
ざ
ま

な
規
制
改
革
を
成
長
戦
略
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
規
制
改
革
会
議
（
議
長
＝
岡
素

之
・
住
友
商
事
相
談
役
）
が
開
か
れ
た
。
民

主
党
政
権
で
は
廃
止
さ
れ
て
い
た
会
議
だ
が
、

安
倍
政
権
で
復
活
し
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た

産
業
競
争
力
会
議
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、

規
制
改
革
関
連
の
喫
緊
の
重
要
政
策
課
題
に

つ
い
て
議
論
す
る
。

　

検
討
の
成
果
は
、
可
能
な
も
の
か
ら
随
時

取
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
六
月
を
め
ど
に

産
業
競
争
力
会
議
が
取
り
ま
と
め
る
成
長
戦

略
に
反
映
さ
せ
る
予
定
だ
。

労
働
条
件
変
更
が
認
め
ら
れ
る
基
準

の
明
確
化

　

一
月
二
三
日
に
開
か
れ
た
第
一
回
産
業
競

争
力
会
議
に
お
い
て
洗
い
出
さ
れ
た
課
題
に

は
、
若
年
層
・
女
性
の
活
躍
推
進
策
と
し
て
、

①
女
性
の
積
極
的
活
用
の
た
め
に
子
育
て
支

援
の
総
合
策
が
必
要
、
②
中
高
年
優
遇
か
ら

若
年
雇
用
の
確
保
へ
の
変
革
が
必
要
、
③
解

雇
規
制
の
緩
和
等
に
よ
り
人
材
の
流
動
化
が

必
要
、
④
定
年
延
長
は
若
年
者
の
雇
用
を
抑

制
、
高
齢
者
の
第
二
の
働
き
場
を
作
り
出
す

べ
き
―
―
が
検
討
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
規
制
改
革
会
議
で
は
議

論
の
切
り
口
と
し
て
の
課
題
が
示
さ
れ
、
雇

用
関
連
で
は
労
働
条
件
の
変
更
や
解
雇
が
認

め
ら
れ
る
基
準
の
明
確
化
な
ど
が
提
起
さ
れ

た
。
二
月
一
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
規

制
改
革
会
議
で
、
参
考
資
料
と
し
て
示
さ
れ

た
「
議
論
の
切
り
口
」
に
は
雇
用
関
連
と
し

て
、
以
下
の
事
項
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
「
働
き
や
す
い
労
働
環
境
の
整
備
」と
し
て
、

置
か
れ
た
環
境
に
応
じ
て
最
大
限
に
そ
の
能

力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
な
労
働
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
、
女
性
、
高
齢
者
、
若
者

等
を
含
め
た
多
様
な
人
材
の
社
会
参
加
を
促

進
す
る
観
点
お
よ
び
、
勤
務
地
や
職
務
が
限

定
さ
れ
た
労
働
者
の
雇
用
に
係
る
ル
ー
ル
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
で
柔
軟
な
働

き
方
の
充
実
を
図
る
観
点
を
提
起
し
て
い
る
。

　

次
に
、「
労
働
条
件
の
合
理
化
」
と
し
て
、

労
働
条
件
を
変
更
す
る
た
め
の
要
件
の
合
理

化
・
明
確
化
を
通
じ
て
使
用
者
お
よ
び
労
働

者
双
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
労
働
条
件
へ

の
変
更
を
可
能
と
す
る
観
点
、
ま
た
「
労
働

者
派
遣
制
度
の
合
理
化
」
と
し
て
、
労
働
者

派
遣
制
度
の
運
用
の
明
確
化
、
派
遣
対
象
業

種
の
見
直
し
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
女
性
、

高
齢
者
、
若
者
等
を
含
め
た
多
様
な
人
材
に

対
し
て
雇
用
機
会
の
提
供
を
図
る
観
点
が
含

ま
れ
て
い
る
。

　
「
職
業
紹
介
制
度
の
合
理
化
」
と
し
て
、

職
業
紹
介
制
度
を
求
職
者
・
求
人
者
の
双
方

に
と
っ
て
使
い
や
す
い
も
の
と
す
る
こ
と
に

よ
り
、
求
職
者
と
求
人
者
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を

解
消
す
る
観
点
、
さ
ら
に
「
保
育
施
設
の
充

実
等
」
と
し
て
、
待
機
児
童
を
解
消
す
る
方

策
と
し
て
保
育
施
設
の
充
実
等
を
行
い
、
女

性
の
就
業
を
支
援
す
る
観
点
を
あ
げ
た
。

　

そ
し
て
、「
労
使
双
方
が
納
得
す
る
解
雇
規

制
の
在
り
方
」と
し
て
、解
雇
に
係
る
規
制
を

明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
解
雇
が
無
効
だ
っ

た
場
合
に
お
け
る
救
済
の
多
様
化
に
よ
り
、

使
用
者
お
よ
び
労
働
者
の
双
方
が
納
得
す
る

ル
ー
ル
の
下
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
労
働
環

境
の
整
備
を
行
う
観
点
―
―
が
示
さ
れ
た
。

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
イ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ

ン
の
再
検
討
も

　

こ
れ
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
す

る
具
体
的
な
対
応
と
し
て
、「
働
き
や
す
い
労

働
環
境
の
整
備
」で
は
、企
画
業
務
型
裁
量
労

働
制
に
か
か
る
対
象
業
務
・
対
象
労
働
者
の

拡
大
お
よ
び
手
続
き
の
簡
素
化
を
提
起
す
る
。

ま
た
、
労
働
時
間
関
連
と
し
て
、
過
去
に
も

議
論
さ
れ
た
「
事
務
系
や
研
究
開
発
系
等
の

労
働
者
の
働
き
方
に
適
し
た
労
働
時
間
制
度

の
創
設
」
い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
イ
グ

ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
の
再
検
討
を
盛
り
込
ん
だ
。

　
「
労
働
条
件
の
合
理
化
」
で
は
、
多
様
な

形
態
に
よ
る
労
働
者
に
係
る
雇
用
ル
ー
ル
の

整
備
と
し
て
、
正
規
・
非
正
規
の
二
分
論
を

超
え
た
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
を
促
進
す
る

観
点
か
ら
、
勤
務
地
や
職
種
が
限
定
さ
れ
て

い
る
労
働
者
に
つ
い
て
の
雇
用
ル
ー
ル
を
整

備
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
主
張
す
る
。
こ
の

ほ
か
、
労
働
条
件
の
変
更
規
制
の
合
理
化
に

向
け
、「
使
用
者
が
就
業
規
則
の
変
更
に
よ
り

労
働
条
件
を
変
更
す
る
場
合
、
変
更
後
の
就

業
規
則
を
労
働
者
に
周
知
し
、
か
つ
就
業
規

則
の
変
更
が
合
理
的
で
あ
れ
ば
、
変
更
後
の

就
業
規
則
が
適
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
ど
の
よ

う
な
変
更
で
あ
れ
ば
合
理
的
で
あ
る
の
か
等

が
明
確
で
は
な
い
」
と
指
摘
。
そ
の
う
え
で
、

ど
の
よ
う
な
就
業
規
則
の
変
更
で
あ
れ
ば
合

理
性
が
認
め
ら
れ
る
の
か
を
例
示
し
た
り
、

労
使
の
合
意
が
あ
れ
ば
変
更
後
の
就
業
規
則

の
合
理
性
を
推
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
す

る
な
ど
、
判
断
す
る
際
の
変
更
ル
ー
ル
の
透

明
化
が
必
要
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。

　
「
労
働
者
派
遣
制
度
の
合
理
化
」
で
は
、

通
訳
、
秘
書
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
等
の
い

わ
ゆ
る
専
門
二
六
業
務
に
お
け
る
付
随
的
業

務
の
就
業
時
間
に
つ
い
て
一
日
（
一
週
間
）

当
た
り
の
就
業
時
間
の
一
割
以
下
と
い
う
要

件
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、「
専
門
二
六
業

務
」、「
付
随
的
業
務
」お
よ
び「
自
由
化
業
務
」

の
区
別
を
明
確
化
。
ま
た
、
派
遣
期
間
の
一

年
（
三
年
）
の
制
限
を
五
年
程
度
に
延
長
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
問
題
提
起
す
る
。
さ
ら

に
、
医
療
関
連
業
務
に
お
け
る
労
働
者
派
遣

の
拡
大
も
主
張
す
る
。

　
「
労
使
双
方
が
納
得
す
る
解
雇
規
制
の
在

り
方
」と
し
て
、解
雇
は
客
観
的
に
合
理
的
な

理
由
を
欠
き
、
社
会
通
念
上
相
当
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
解
雇
権
を
濫
用
し

た
も
の
と
し
て
無
効
と
さ
れ
る
た
め
、「
使
用

者
及
び
労
働
者
の
双
方
が
納
得
す
る
ル
ー
ル

の
構
築
の
観
点
か
ら
、
解
雇
に
係
る
規
制
を

明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
解
雇
が
無
効
で

あ
っ
た
場
合
の
救
済
を
多
様
化
す
べ
き
で
は

な
い
か
」
と
提
起
す
る
。（
調
査
・
解
析
部
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

規
制
緩
和

1

規
制
改
革
会
議
を
中
心
に
解
雇
規
制
の
緩
和
な
ど
を
検
討
へ




